
① これまでの活動の整理

個別の観光内容の調査→内容の共有→観光テーマの分類→登別の観光をどうしたいか？

② 私たちから観る現状と課題（個別の観光内容の調査→内容の共有）

・ 観光動態の変化(団体から個体)

・ 客層とニーズの多様化(自主選択体験型の観光メニュー)

・ 市内各所に埋もれている観光資源

・

・

・ 温泉依存型の観光地

③ 私たちから観る可能性(観光テーマの分類)

・

・

・

・

・
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＊

＊

＊

④ 私たちが提唱する全市観光とは？（登別の観光をどうしたいか？～目的の明確化）

・ 市民力をあげてマチ全域の魅力を磨き、自信と誇りをもって全市民でおもてなしできる観光地づくり。

⑤ 結論として

・ 全市観光を叶えるために、登別が一丸となった推進体制を創ることが理想である。

モデルケースとして「てしかがえこまち推進協議会」の説明

・ 全市観光推進協議会の設置を提言書として整理していきたい。

⑥ 今後の予定として

・

・

・

・

２月に関係機関との意見交換

次回１月定例会までに素案を提示協議、役員会へ上程協議

風土・生活・文化・スポーツ

食・特産物・土産品

温泉・観光

それぞれは充実しているが、つながりが希薄である。

内容：全市観光提言書について

５、 次回会議について

日程：平成２３年１２月１６日（金）１８時３０分～

場所：市民活動センターのぼりん ２Ｆ会議室

３月までに最終提言書取りまとめ

それぞれのテーマをリンク(関連)するストーリー(物語)づくりで、あらたなメニューを提案できる。

それぞれの分野、立場での活動をより有機的に統括する。

観光を機軸とした「まちづくり」を、一元的に継続性をもって検討・推進する場所が必要。

自然・歴史

産業・経済

登別市市民自治推進委員会

第12回全市観光に関する企画委員会 議事概要

１、開催日時：平成２３年１１月２２日（火）１８：３０～２０：００

２、開催場所：市民活動センターのぼりん ２Ｆ市民活動室Ｄ

３、出 席 者：川田、岡田、河村、平田、半田、瀧川

(２）てしかがえこまち推進協議会(川田)

(１）観光テーマの整理について～私たちが提唱する全市観光とは？

５、議事内容

関係機関、団体活動の連携度

４、提示資料

(１）観光テーマ「幌別鉱山の歴史、登別開拓の歴史、先住民族の歴史」(川田)

観光に対して市民意識の格差


